[bookmark: _GoBack]新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
  皆さんは今日から○○中学校の生徒です。
気持ちを新たに中学校生活をスタートしましょう。
中学校生活は三年間です。この三年間で自分を成長させましょう。  どうしたら成長することができるでしょうか。
○○中学校を卒業した先輩として、
私から一つアドバイスしたいと思います。
それは、『計画を立てる』ということです。
中学校の生活は、小学校と比べると勉強、部活と忙しいです。
  やるべきことが多いので、時間が足りないと感じることがあると
思います。
ですから、先を見越して計画を立てるとよいでしょう。
例えば、「何時から漢字の課題を始めよう。」とか、
「10時に寝るためには、何時から数学の課題を始めないと。」
という具合に、今日やるべきことを全部書き出して、
自分で計画を立てます。それを実行するのです。
計画をたてずにダラダラ始めると、時間がかかるうえに集中力が切れ頭に入らないことがあります。
計画的にスムーズにできれば、自由時間が確保できるでしょう。
  早速、今日から計画的に生活してみましょう。
三年間は短いものです。
しかし、この三年間を充実させることができれば、
皆さんは確実に成長します。
昨日の自分より、今日の自分を少しでも成長させましょう。
応援しています。

保護者の皆様、本日はお子様のご入学おめでとうございます。
制服に身を包んだ姿は、一段と輝かしく頼もしくも見えます。
今日から○○中学校の生徒となり、新生活が始まります。
  中学校生活は、小学校とは異なる点が多く、忙しくなります。
そこで、なにより健康管理が大事だと思われます。
ご家庭では、お子様の健康管理に努めていただけたらと思います。
基本は「早寝、早起き、朝ごはん」ではないでしょうか。
中学生になると、忙しく早寝が難しくなりますが、お子様と就寝時間と起床時間を話し合って決めていただくとよいかと思います。
また、朝ごはんは、脳や体の働きのためにも必要ですから、
慌ただしい朝にも、朝ごはんを食べさせてあげていただきたいと思います。
  お子様にとりまして、○○中学校での生活が充実したものとなりますよう、心から願っております。


　来賓の方々には、子どもたちが小学生の頃より地域で
見守っていただき、誠にありがとうございます。
中学生となった子ども達も、引き続きよろしくお願いいたします。
（礼）
最後になりますが、先生方にはわが子に接するよう温かい気持ちで
授業に部活に学校生活にと　さまざまな面で
熱心にご指導いただきありがとうございます。
今後ともよろしくお願いいたします。
(礼)
新入生の皆さんのおおきな活躍を期待しています。
はなはだ簡単ではございますが、お祝いの言葉とさせていただきます。


